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海洋底質の化事的研究

第 5報

奥

加

海底士による海水溶存酸素の消費作用についτ

田

藤

泰造

健:司

〈東北海底水産研究所〉

く無機1[;拳海議イヒ祭器t室〉

CHEMICAL STUDIES ON MARINE DEPOSITS 

V. ON THE CONSUl}'[P:rION OF WATER-DISSOLVED OXY"GEN 

BY BOTTO}f DEPOSITS. 

Taizo OKUDA and Kenji KATO 

In sea bottom，七hedeposits consume the oxygen dissolved in sea water. As to仙equal-

ities which seem to have influence on the oxygen consl1mption by the deposits， one may 

indicate various factor自， as biologicals or minerals. For the purpose of clarification of 

the自efnctors， bo七七Jmsamples taken from Onagawa-and Shiogama-Bny aud :from the sea to 

the northwest of Hokkaido Island were employed as experimental mnterial in the日e

investiga tions・

Pervious' to the investigations， the effects of the experimenもalmethods uponもheoxygen 

consumption were examined individually wiもhevery experimeI出 1ml叫 ner.

From the investigations the following resul旬 wereobtaIned: 

( 1) The consumption velocity w制 adaptedto the :fir叫 reactionformula; elevation o:f 

temperaもureincreased the con日umptiveaction. 

( 2) The chamcrers of hoもtomsample自 mightinfluence the oxygen con日umpもion，so these 

relatioIls were inyestigated with mud of Shiogama司Bay;もheresults may be stnred as follows: 

(a) 抗日eemedもhatthe greater p九rto:f the oxygen consulllption was noもbrough七about

by the biotic facto1'sもhemselves，such as bacもeriaand enzyme向日omuch as hy the 

reductive abiotic state自 causedhy the :former. 

(b) The oxygen consumption by these reductive sub泊!lncesseemed to have some 

correlaもionwith the carhon conren七o:fhumu臼 colloidand出eparticle radius of mlld (<10，μ)， 

but it was hardly possible to detect any cOl'relation初出etotal sulfide con白川 inmud. 

(3) A日 tothe hottom samples from the deep白伺色o位1eno1'もhwe泊 o:fHokkaido Island， 
it seemed that the consumption had negative correlation to the warer depth o:f the site of 

deposition; it was difficul色色ode七ectany co1'r叫 ationwith the orgaJlic cn.rbon content of 

the deposit. 

緒 論

海水中に溶存ナる化撃成分は、そとに棲息する生物と密接な闘連を有し、更にとれ，らは海底抗澱物
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との聞に一連の物質循環系をなしているととが知られており、従って海底沈澱物は海洋ο生産力に大

きZ主役割を果している。

海水溶存酸素は海水中における酸化作用の主因をなすものであるが、大洋では概して水塊o流動部

活漉で、湖招D ように環境の費化により、静存酸素が減少して棲息ナる動物の呼吸作用に支障を来た

すととは殆ど見られないようでるる。

しかし内濁などの様に、有機物を始め種k の還元性物質の沈積の多い水域では、夏駅停滞期におい

て、その深層水中。酸素が著しく減少する揚合がある。とのととについては、深層水えの酸素の供給

が不充分であるとと、植物の同化作用が表屠に比して活畿でないため酸素の生産が少いとと、共他底

棲生物による酸素の消費などが考えられるが、更に海底土中の還元性物質ο酸化や海底制Il菌による消

費など、 PH謂海底土による溶存酸素の消費も決して少くないものと思めれる。

ζ Lにがて、近時環境要因としての水底土の研究が措置まとなれ水底土による水中i容存酸素の消費

に闘する研究も多くの人々によってなされている.すなわち、湖沼沈澱物については富士住(11、山本〈の

により、海洋沈澱物については元同〈九 111キfC~)及び加藤(威〉・松平〈め〔めによれまた、千潟地D酸

素吸牧については倉茂・太岡山によって研究がなされている。

本報に於ては、武蔵堆を中心とした水深 100~] ，OOO 米の陸棚及び陸斜の比較的深い海底ο 沈積物

と、;箆釜、女川雨港の如き浅い内漕の民土とを封象として、海底土による海水溶存酸素ο消費作用。

意義及び要因について研究を行った結果について報告する。

本研究の進行に際し、格始向懇切なる御指導を賜った東北海直水産研究所増殖部長谷岡専治噂士、

東北大塵女川貫験所に於ける賓験に営り種k 御便宜を頂いた東北大事農事部教授今井丈夫博士並に同

貴験所の諸氏に探謝する攻第である。また、武蔵堆周縁の海底土採取に営つては、元北海道大穆水産

/ 皐部練習舶「おし工ろ丸」船長棲庭誠三教授並に北海道水産試験場苫米地洋文技官の御協力を賜った

が、裁に深く謝意を表ナる.なお、本研究の費用c一部を文部省科事研究費に仰いだことを詑して謝

意を表する。

Tl1ble 1. Tl1bull1ted Dt兆九 of Boも七omSamples ofもheSen. to the 

nor・thwesもofHokkl1ido lslllond 

43" 30' 301' 140・29'48" M 17 680 2.61 0.34 8.1 
21 43・3(}， 3(}'1 139" 59' 12" 616 MS. Gr 1.22 0.12 5.3 
24 43" 37' 18" 140' 1グ 3()1' 7印 !i 2.18 0.49 3.3 
30 43・34'3CY' 140" 55' 30" 145 Gr. S 0.64 0.07 5.4 
31 43・39'3(}" 140" 56' 0" 450 M 2.53 0.27 6.1 

51 43' 50' 12" 141' 16' 0" 147 MS 1.97 0.15 17.3 
54 43・39μ36" 140' 57' 24" 395 M 2.46 0.25 10.1 
95 44' 3' 3(}" 139" 59' 24" 950 M 2.04 0.63 3.1 
97 44' 4' 12" 14び 12' 6" 690 M 2.36 0.25 6.4 
138 44' 14' 42" 141・17' 0 " 90 MS 1.32 0.09 11.5 

141 44' 19' 54" 141・5'36" 340 M 2.Il 0.31 13.2 
184 44・33'42" 139・31'18" 590 Wl 1.25 0.15 7.2 
189 44'・34'12" 140' 61 6/ 320 耳目 0.49 o.師 5.2 
19ヲ 44" 34' 18" 140'・ 51'3(}，' 230 MS 0.72 0，ω 11.0 
245 44' 52' 54" 140・34'3(}，' 360 MS 2.02 0.27 15.0 

248 44・53'24" 14σ 53' 6/' 140 S 0.98 0.17 12.0 
264 45' 斗， 24" 140'・l'30" 512 MS 1.41 0.21 8，0 
269 45" 3' 42" 140・36' 61/ 365 M 1.89 0.21 10.5 
298 45' 19' 3ぴr 140' 37' 6 fI 468 M 2.32 0.21 6.4 
306 45' 24' 18" 14ぴ 18'42" 450 M 2.17 0.18 12.6 

Position 

Lat. N Long. E 

I Depth I T，記函 IOrganら To凶 |υxygen 

(~~r;;~) I DふitlCarbon94Nit叫四 %it:アFilrD
 

N
 

Q
U
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s. 賓験試料

1. 北部日本海武蔵堆周漫D試料は既報C8X"XIO)と同様、昭和24年夏季北部白本海深海魚回調査に

際し、本撃部練習船「おしよろ」丸 (506屯〉で採取したもので、質験は採泥現場に於て、採泥直後

行った。その試料の性献については第1表に示した通Pである

と0海域は黒潮D終端と親潮。尖端とが交錯し、武蔵堆、天費鱒尻雨島を含み複雑多岐た海底形態

を有する牛深海性ρ海域で第3報に於て述〈た如く底質中の有機物の C，N， CfN "Il.e.も相営費化に

富んで、いる。

2. 塩釜識の試料については、酸素消費量と底質D諸性肢との関連性を検討するため、昭和26年

Fig 1. Sta七IOll自 ofObserva七ionin Shiogama 
Harbour. 

止 4場ダ

Table 2. TabulaもedData of Boも旬叫
Samples of Shiogama Harbour 

前.N I Depth i Fine Mud 10r伊ni~， I ~ To凶
。 (~et倒) i (<10μ)% IC~~b佃刻印刷.de % 

1.5 67.4 2.63 0.055 
2 1.8 79.1 2.92 0.127 
3 2.0 473 1.95 0.001 
4 1.5 73.5 2.92 0.115 

5 1.0 62.4 2.79 0.1<19 
6 1.2 78.4 3.42 0.163 
7 7.0 89.5 3.21 0.284 
8 4.5 88.2 3.08 0.668 
9 3.0 403 4.15 1.174 

4月採泥し賓験に供した。

との港の特徴としては、探く入P込んだ

模彩をたし、全般的に極めて水深が洩〈、

しかも年々泥土が堆積し洩くなる傾向があ

P、ために竣諜が絶え歩行われて底質θ費

動も著しいもの L主うでるる。港内は荒天

でも外洋からの波浪を直接受けるととは殆

どなく、風力による港内7Kの援詩L以外は、

単に子浦差に基く措内外水の控漫な交換が

みられるだりで、港奥71<は停滞し勝ちであ

る。従ワて港内水の汚染の度合も茜だ大き

く、底質も殆ど泥マ、有機質に富む微細泥

が庚く分布している。同港に於ける試料。

採取地票占並に性献については、それぞれ第

1園及び第2表に示した。

3.酸素消費量と作用温度との関係につ

き賓験を行うに営れ東北大事女川質験所

の設備を使用させて頂いたが、その試料は

同賓験所の沖合500m，水探 18.5m(試泥有

機茨素量2.76，%)の地勲より探取した。

m. 質験方法

1.北部日本海武戴堆周漫の試料については探泥直後、船上で臨急:的に行ったもので、何j}充分と

は云い難い離も多いが、同海域の海底土の酸素消費作用の大事容はうかがうととが出来たと信歩る。そ

の方法としては、各探泥現場において 250c心容の試薬瓶に 4c.c.0試泥をとり、基礎水として現場表

面水を添加して丞気D残らぬ擦に密栓して上下に 50回強振した後、 12時間帯置せしめた。 しかる

後、上澄液をサイフォンで静かに酸素定量瓶に移し、 Eを停せる酸素をウインクラ戸法(14)によって定量

した.とれよ P基礎水中の酸素量との差を求占う、試泥(漁泥)l00c.c.に劃する酸素消費量を算出したみ
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2.塩釜港の試料については、採泥直後、現場で1.C0場合と同様、試襲瓶に試泥及び恭礎水を加

えた後、 2分間よく娠撞し、 24時間静置ナる。上澄液の酸素の定量は 1.と同様にして行った。酸素

消費量。算出にあたっては、試泥を乾燥秤量して、乾燥試泥 100g営りの酸素消費量に換算した。

3. 女川港の試料については、探泥後試泥は出来るだけ宰集との接輔をさ砂る様密栓して質験所え

持ち障り、 6cι の試泥をとり、種kの温度の下で、同様酸素D 吸牧を行わせた。酸素消費の測定を

終った試泥は誼紙上に移して乾燥秤量し、試泥ο酸素消費量を乾燥泥 100g営 Pに換算した。

lV. 貫駿の経過及び考察

A.賓験方法の予備的考察:ー

底土による酸素消費作用K関して賓験ずる場合、その供試量.振置法並に静置時間などについて

は、それ，ぞれ研究者によ P一定せ歩その方法も直々まちまちでちるので、先づその賓験C01J法につい

て充分。検討がなされ，ねばならない。と Lにおいて著者等は本質験に先立ち、その質験t法に就いて

弐の如き二、三の基礎的友賓験を試みたο

以下(1)-(41は塩釜港の試料につき、 (5)は女川港の試料について行った。

(1) 酸素消費量と試泥量

供試土の多少が酸素消費量に如何に影響するかを知るために、 250c・C・め共栓瓶に種々 rr:異った量

Table 3. The Oxygen Consumption and 
もheQuanti七~y of Sample 

Temperature 8.8"C 

む試泥を加えて賓験した。その結果を第3

表に示したが、供試土の量が多くたる程消

費される酸素量が多くたるのは常然である

が、試泥車位量営Pの酸素消費量は逆に著

しく減少して来る。とれは静置した際沈澱

し供試土の比表面積が減少するためではな

いかと思lbltt.る.従って酸素の消費に闘する比較を行うためには、一定量D試泥を採り質験を行はね

ばならたいものと考える。

(2) 酸素消費量と採泥後賓験に供するまでρ 放置時間

嫌気的友環境に置かれていた海底土を採取後、直ちに酸素泊費力を測定した場合と、相官時間試泥

を室集中に放置した後に貫験に供した場合とでは、泥中¢細菌c汗直勤や生気による酸化作用たどのた

Table 4. The Oxygen Con自umptionand 
the ExposeefTime after Sampling 

48 

め、その酸素消費量が襲って来るととは営

然予想されるととろである.ままに於て探泥

後、試泥を器集中に、それぞれ0，6，22，30，

48時間放置し?と後、その酸素棺費力を測定

したが、その結果は第4表の如くである。

即ち採泥直後測定した場合の泊費量は最低

で、 6時開放置したものは念激にその酸素消費力を増大している。其後は放置時聞を延長ナるも、そ

の酸素消費量の増加は艦漫で・略々一定。値に落付き著しい増加を認めるととは出来なかった。

{31 酸素消費量と振麓時間

酸素の消費が比較的短時間内に相営活穫に進行するととは、川村(4)及び倉茂・太田(7)も指摘Lてい

るが、著者等は試泥を基礎水に添加した後の振盟時聞を種々に費えてそむ影響をしらベた。その結果
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Tl1ble 5. The Oxygen Oon日umptionI1nd 
the shaken Time 

Tempersture 8.8'0 

Fig 2. The Rela七ionbeもweenもheOxygen 
( on自umption I1ndもheR叫 ctedT面le.
(Samples of Shiogama Harbour) 

へ
M 

4 脚 l

~ rOI -
叫ー.. 11 扇岨

Time (/lJ 

は第5表に掲げたが、振謹時聞が増ナにつ

れて僅かに酸素消費量を増す傾向が見られ，

?と。主主お、振置は機械の準備がなかったた

め、同ーの速度を以て手で振濯した.

(41 酸素消費量と作用時間

海底土による酸素消費の速度を吟味する

ため弐ο如き貫験を行った。即ち、予め恒温槽中

にて 100C(:tO.l")に保温せる海水を基礎水とし

て、同温度において作用時聞を費化して、その酸

素消費量D費化を測定した。而してζの酸素消費

がー弐反臨的に行bれるもむとすれば、作用後現

存している酸素量の封教はその作用時聞に劃して

直縁関係にあるべきである。

第2聞及び第6表は本賓験にたける残存酸素量

の封数と作用時間との閥係を示したものであるが、

それらの聞には直繰的閥係を認占うるととが出来る。

Table 6. The Oxygen Consumption and the 

ReacもedTime 

即ち相闘分析の結果は第8表に示した

如く、 0.1%以下の危険率で直線性。

有意なるととが認められる(Fo::::477.3 

> F'13 (O.OOl)J。市して海底土による酸

素消費がー共反臆的に進行するととが

確められた。

T'emperature 10.0'0 

1 f1^...rn~' ， ')1 v lfl3 I Oonsum.ption Time向 a-x I {lo紙日}十2}×10| ec伺ふ∞

0.5 0.242 1383.8 11.4 
1.0 0235 1371.1 11.6 
2.0 0.244 1384.4 11.8 
3.2 0.259 1413.3 14.4 
4.0 0.200 1301.0 13.6 

5.0 0.216 1334.5 15.7 
6.0 0.203 1307.5 15.6 
8.0 0.193 1285.6 17.4 
11.0 0.175 1243.0 18.4 
13.0 0.157 1195.9 20.4 

20.0 0.133 1123.9 23.4 
24.0 0.117 1068.2 23.6 
30.0 0.097 986.8 25.1 
50.0 0.063 799.3 29.4 
72.0 0.044 643.5 322 

(5) 酸素消費量と作用温度

一般に化串反躍速度は温度。上昇と

共に増加するが、女川港の底質を試料

として、海底土D酸素泊費量と温度と

の関係をしらべた。即t，、予め田内式

恒温槽内で、それ，ぞれ 6.8
0

0，10.00C， 

15.0'・'C，の各温度に保ったi慮過海水を

基礎水として、試泥を加えその温度で
a-x: Remained oxygen content after reaction cふ /g

24時間酸素の吸牧をと行わせた。その結

果は第3園及び第7表に示した通T'"0'あるが、それ，ら酸素消費量と作用温度との聞には直線的関係が

あり、相調分析の結果に於ても、第8表に示した様に 1%以下の危険率で直線性ο有意なるととが確

められた(Fo=174.1>F'ls(0.Ol)J。

友会、以上白予備賓験に供した基礎7](は、有機質少き外浮7kを櫨過して用いたが、更にとの海水中

に合まれる細菌などによる酸素消費の程度を知るため宰試験を試みたが、その最多響は少くともと0賓

験においては殆ど無視しでもよい程度であった。

B.酸素消費作用の要週と底質の諸性肢との閥係:ー

海底土D酸素消費D 主因としては海底土中に生活する細菌などによる生物的要因や、腐植其D他の
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Fig 3. The relation between the 
Oxygen Consumpもionandもhe
reac色edTemperature (Samples 
of Onagawa Hllrbour) 

s p| 
li 19 

;m 
-317 

1・25 fO 25 

売明1pe岬tvre(たj

有機物や重金属共他の無機物質の如き化事的要因を予想

出来るが、加藤〈威)C6) はその主因を泥の腐敗分解に臨

し、川村〈めは消費量が粒子組成。徴細なものほど多いと

とを指摘している.更に倉茂・太田(7)は酸素消費に興る

要因としては有機物、錨塩及び硫化物等の無生物的要素

が主で、細菌や酵素D様友生物的要素は割合に少いもの

である ζ とを報告している。また、湖沼については、宮

地~l) は湖沼の柴養化D程度と開係あるととを推論し、山

本(宜〉は富祭養湖に沿いては明かに灼熱減量と1E相関的な

関係を示し、徴生物や細菌との聞には関係を認めるとと

が出来主主かったと述べている。

Table 7. The Oxygen Consumption andも，heTemperaもure
斯くの如く海底土にまる

Temperature Samp1e 白 iginal I島 官 制e I白n日'.mption
l'C) (g) I (0宮c.c./1) I (020.0./1) I c品 /gxlOO

酸素消費の要因については

種k の論議があるが、著者

等もそD要因について姶討

するため、先づ底質心性肢

と酸素消費c閥係について

吟味した，即ち塩釜港89

6.8 
10.0 
15.0 
21.0 
25.。

4.81 
420 
4.28 
4.42 
4.19 

3.39 
3.33 
3.伺
4.14 
4.C6 

14.6 
16.6 
17.4 
182 
19.3 

Table 8. Analysis of CorrelaもionTable 

(JJ The re1ation between the oxygen∞nsumption and 
the tlme 

(samp1es of Shiogama H紅 bour)

回)官官l~ .re1ation between the consumption 
岨 dthe temperature 

(samp1es of Onagawa Harbour) 

31.1 

地魁より得tc底質を試料とし、その酸素消費と底質中の有機物、硫化物、粒子組成との関係につき考

察し、また泥中。細菌や酸素による影響を検討した。なお、それ，らの闘係を示す相関分析c結果は第

9表に纏めて掲げた。

まづ、酸素消費の要因の太要をうかがうために、倉茂・太田のの行ったと同じ方法を用いて試泥を

鹿理した.

(lJ 細菌並に酵素による泊費の検討:ー

細菌並に酵素が酸素D消費に興る程度をしらペるために、それ，ぞれ次の如く試泥を鹿理した。すな

わち.

À. 採泥直後舶の上で自然欣態の~I，.で作用させた場合……金要素による消費

B.探泥直後舶の上で試泥にトルオールを数滴添加し良く揖持して、細菌の活動を停止させた後作

用させた場合……細菌D作用が停止し、細菌による消費量だけAより減少

C.沸騰水中に30分間試泥を浸漬し、細菌及び酵素の作用を停止せしめた後、冷却し賓験に供し

た場合……Aより細菌及び酵素の作用が減少
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(7) The relation between C芸員 andthe fine mud content 

(9 samples were med) 

滋

A:The 0玄ygenconsumption me描 uredon boat 

soon after sampling. 

F陶初附ω刷 r Iげv副

Reg一…一一i向一一一 6臼2.41-------- 一戸6位2.4引i一 11 帥叫mp向，le加e回swere 自叫edin the boiling water 
|一一一 i一一一一-[-----1 5.89 [[ for half加 hourfor keeping without the 

R四 idual 745 I 7 10.6 I 
一一一一一|一一一=-1一一一一一|一一一一一一!一一一11 叫 ionsof bacterla and enzymes. 
Tatal 136.9 8 

とれJ:t

A-B= 細菌Dみにまる酸素消費量

B-C= 酵素のみによる酸素泊費量

C=  細菌や酵素以外(倉茂等の呼稿に倣って無生物的要素と稿す〉による酸素消費量

が算出され，る。

その結果は第10表に掲げた様に倉茂・太田の結果と犬憧一致する。即、、細菌や酵素友どの生物

的要素による消費は少く、それら以外の無生物的要素による泊費が最も大きいととが知られ，る。

主主主号、 トルオー)1-鹿理を行った場合のト)I-.:t"-)1-による酸素消費ο影響を見るために宰貫験を行っ

たが、 トルオールによる消費は認占うられ，なかった。

(2) 細菌及び酵素以外(無生物的〉の要素による消費の検討
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Table 10. Disscusion On七heCauses of the 

Oxygen Consumpもion

['Samples in Shiogama Harbot凹)

鋭・N品 I A B I c r A-B-[B-=-c 
39.7 34.1 23.4 5.6 10.7 

2 31.9 31.8 235 0.1 83 
3 28.9 22.7 16.0 6.2 6.7 
4 32.9 31.7 23.2 1.2 8.5 
5 42.1 34.0 23.2 8.1 10.8 

6 415 38.9 30.2 2.6 8.7 
7 37.8 36.4 22.0 1.4 14.4 
8 40.2 39.2 285 1.0 10.7 
9 33.5 32.4 206 1.1 11.8 

A: Measured， on boat， soon aIter sampling lConsumption by 
a11 f田 tors)

B: Measured， aIter the actions of bacteria oI帥 mp1制 were
stopped by adding toll101 on boat (for keeping without the 
action of bacterial 

C: Me剖 ured.after随 mpleswぞresoaked in the boiIing water 
for ha1f an hυur (for the purp0se of keeping without the 
actions of b舵 teria即 de田 ym曲)

A-B: Consumption by bacteria on1y 
B -C: Consumption by enzym倒 on1y

Fig 4. The RelaもionbeもW悌 nthe 
Oxygen Consump悦Onand也e
To七alSulphide Conもen七.

(Samples in Shiogama Harbour) 
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F.rce/九rf(ぐ/恥)'J，.

海底土による酸素消費の主因

をなす無生物的要素による消費

量につき検討するため、試泥の

硫化物及び有機物の含有量:並に

その微粒泥量との閲係について

考察した。

(九)酸素消費と硫化物と

の関係

硫化物の定量は富山・調l崎刊

の方法により行った。即ち、供

試漁泥をミクロ窒素蒸i溜装置を

用い、 10，%HClた2c.c.加えて

5......8分間蒸溜を行い、蒸溜i夜

を 5c心の飽和酷酸亙鉛溶液中

に捕集ずる。生成した硫化亜鉛

に一定量の沃度液及び10%HCl

2cι を加えて酸化し、残存せる

沃度を Na2S203標準液で滴定し、その消費沃度量

より硫化物量を算出し、乾泥 1kg営りの含有量に換

算した。その結果は第4固に示しであるが、硫化物含

量と酸素泊費量との間には佃闘性を認めるととは出

来なかった。

(b) 酸素消費と徴粒泥量との関係

A. S. K.式土壌淘汰分析装置(1めによって 10μ以下

の微細泥量を求めたが、その量と酸素泊費量との聞に

は第5固の如く正の相関性を認めるととが出来た。相

閥分析D結果は第9表(7)V如くで、 5%以下の危険率

で直線性が有意である ζ とが確められた (F0 =5.89 

>F〆7(0.05)J~

(り酸素消費と有機茨素量との関係(第6，7，8圃)

試泥中の有機炭素の定量は既報と同様、 Tyulin(l2)

の簡易滴定法に依り行った。

塩釜港の試料について、有機農素量と、採泥直後自

然扶態のま Lで作用させた会要素による酸素消費量

との関係について、その直線性に閲して相関分併を行

ったが、それらの聞には相闘があるとは云えない結果

を得た CFo=1.97くF'7(0.05)J。しかし、とれ，ら塩釜

港の 9個。試料のうち、 No.9(O試料は岸壁K近い櫓

奥fコ舶舶が停泊する水域よ P得たもので、そοなかに

は未分解の有機質の砕片を数多混脊し、共他C地票占に
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Fig 6. The Relation beもweenもheOXYl?:en 
Comumpもion andもheOrganic Carbon 
Content (Samples of Shiogama Harbour) 
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Fig 7. The Rell1.tion beもweenもheOxygen 
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明かにするととは出来なかったコ

耳

耳

且l 1( 

d) 微粒泥量と有機炭素量との関係

比ぺて明かに特異な性肢を呈していた。而して、と

の地賠を除外した他ο 8地賭3試料について、有機

農素量との関係について、その直線性の相閲分析を

試みたが、やは P、そD 有意性を認めるととが出来

なかった。従って試料教の少数なととにもまるので

あろうが、それらの聞には相関性があるとは云えな

いのではなかろうか CF0 = 4.24<F'6(0.05)J。即ち

自然欣態で作用させた〈金要素による)酸素消費量

は、有機安素量と闘係があるとは云え歩、従って海

底土による酸素消費の大部分が必やしも有機炭素

に基くものと考えられない。

との問題に関して、更に吟味ナるために弐の様な

考察を試みた。

いま、試泥を煮沸虞理して作用させた無生物的要

素による酸素消費量と試泥の有機農素量との闘係

につき検討し、相開分析を試みた。しかしその結果

からもその置線性c有意性を認めるととが出来な

かった。そとで、著者等は第T固に丸印を附した前

出の特異地賠 (No.9)の試料。l吟味を行い、 1%以

下の危険率を以て棄却される乙とを確め、との値を

棄却した残りの 8個の試料について、更に酸素消費

量と有機茨素量との相閥性に闘して相閥分析を行

った結果、その有意性を確めるととが出来た。(}'o 

= 11.95>F'atO.01))従って細菌及び酵素以外C 無生

物的要素による酸素消費は少くとも有機炭素量と

相闘性むある様に思われ，る。

しかるに一方、武蔵堆周謹c底土について、その

酸素消費量と有機農素含量との閥係について検討

して見たが、第8固に示した如く相闘性を認めると

とは附来なかった。とれは、との海域が常海性及び

牛深海性を含む複雑な海底形態~有ナるため、その

海底土中に含まれる有機物もそ白性質や形態の異

った種々の物質J:t成立っているため、有機物量と

酸素消費量との相闘を求めても、不規則元主結果が得

られたものと思われるが、との駐に関してはとれを

塩釜港0試泥についてA.S. K.式調汰器によって定量した10μ以下θ微粒泥の量と、有機茨素含量

との関係については第9聞に示し?と通りであるが、そD相開。直線性の検定を行った結果、その有意

性を認めるととは出来なかったにF0 =205くF'7 (0.05)J。そこで、前出の特異地賭No.9について棄却
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Fig 9. i'he Relatioll betweenもheFine 
Mud and Organic Carbon Oonもent.

(S1.mples of Shiogamll. H吊rbour)
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検定を試みた結果、1%以下の危険率を以て棄却し

得るととを磁めたので (F0 = 34.05>F'6(0.01)J、捜

りの 8地黙の試料について再び相関分析を行った

結果、1%以下の危険率を以て、試泥の微粒泥量と

有機茨素萱との聞には正相闘うまあるととが判った

(F 0 = 17.75>F'6(0.01)J。

以上無生物的要素殊に有機質による酸素消費に

闘する考察をと総括すると弐の知く要約ナる ζ とが

出来るであろう。即ち.

海底土による酸素消費の主因をなナものは、細菌

や酵素の様な生物的要素ではたく、寧ろ化準的危無

生物的要素であって、しかも含有有機賓が相営大きな役割を果している。しかし、海底土中に含まれ

る有機防と云っても、簡皐にあらゆる形態の有機拘と聞係がるる識ではなく、徴泥粒量と有機炭素量:

の相関性や棄却!砲の吟味などより、海底に於て相営分解をうけ、微粒化し、所詞腐植腰質とMせられ

る献態になった有機質が主要な役割をたしていると考えるべきであろう。

l31 深海底土o酸素消費量と水深との関係:ー

武競堆周漫の底土について、そc酸素消費量と水深との関係を吟味したが、その結果は第 10樹及

び第 11表に示した如し酸素消費量と水深との間たは負の相閥性が存在し、水深を士告すと共に酸素

Fig 10. Tbe Relatiou hetween the Oxygen 
Oonsumpもionand七heWaもerDepもh
(Samples of the sea to the northwesも of
Hokkaido Islll.ud) 
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消費量が減少ナる傾向が認められた (Fo=12.66

>F'ls(O.Ol)J。

しかるに一方、水深と有機茨素量との聞には弟11

園児示した如く〔詳細は第3報参照¥lEの相闘が

認められ CF0 =4.69>F'ls(0.OlJ)、水深と共に安素

量は増加している。市して、との様な酸素消費量と

水深及び有後茨素量との関係は一見甚だ矛盾して

いる様に見えるが、とれは前項に於て酸素泊費と有

機茨素量との関係を論じた際にも慣れたはに、むし

ろ複雑な海底形態を有する豆洋性底質の特異性と

も考えるべ含もので、 'Vll.ksmann(13)が、湾海性堆

積物と探海性堆積物とでは、細菌による底質有機物

。酸化分解過程が同一ではなく、深海性堆積物中の

Table 11. Analysis of Oorrelation Table 

{Samples of出e日eato the northwest of Hokk司idoIs1and) 

(1J The relation between the o'ygen consumがionand I1 (2) The relation bet~een the organic c町 bコn
the depth of water. c:mtent and the depth of water. 

Factor I Variation I雪之など lt?とZ;iI F Il~ariation ltrLr[E32誌IF 

Regression i 110.9 11 0.9 I 1.83 i 1.83 
! 11.27 11--一一一一一一;一一一一一一一一一一一一一 4.69

Residual 177.1 '18  9.84 I 7.09 I 18 0.39 

日一一円忌;引っγ 一一 11-8.921一つγ 一一「-
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Fig 11. The Relation between the Organic 
Carbon Couteut aud the Water Depもh
(Sa.mples of the sea to the norもhwes七of
Hokkaido Islanct) 
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有機物は極めて抵抗性の強い海ま腐植となってい

るため酸化分解され難いととを指摘しているとと

L併せ考えれば甚だ興味漂いものがある。

塩釜港の場合は、極めて水探が禽く、しかも水深

に費化が少い?とめ、水探の差による海底土の酸素消

費量の差違を比較するととは出来なかった。

以上白賓験結果を統括ずるに、海底土による酸素

消費の原因となるべき要素は決して単純なもので

はなく、複雑且つ有機的関係を有ナる組合的要素に

よるととが明かであるが、そのうち有機質其他を主

賠とする無生物的或は化事的要素が最も主要2主要

素の様に思われる。しかし、それ，らについても海底

形態や海況の如き環境要因による影響をも含め、泥中の細菌や徴生物の生活活動と閥連して充分。考

察がなされねばならないで、あろう.

V. 摘 要

1.環境要因としての海底土による海水溶存酸素。消費作用を検討するに先立ち塩釜浴及び女川港

の底土を試料として、貫験方法、即ち供試土の量、振擾時間、賓験に供するまでの放置時間、作用時

間、並に作用温度などについて予備的責験を試みた。

2.而して海底土による酸素泊費の進行がー弐反鹿式に適合ナるととを確め、更にその消費量は作

用温度。上昇と共に増加するととを明かにした。

3.塩釜港の試料について、酸素消費量と底質の諸性肢との関係につき検討し、酸素消費の要因に

ついて考察を加えた。

(1) 海底土による酸素泊費の主因をなナものは細菌や酵素の様な生物的要素ではなくて、むしろ

化穆的、或は無生物的要素でるろうと思われ，る。

(2) との酸素消費の主因をなず無生物的要素による消費作用は、この場合で、は硫化物含量とり閥

連性を認めるととは出来ないが、有機質殊に海底に於て相営分解過程の進行した腐植隈質的形態。

もD と相関閥係をもっている様に見える。

4.武薙堆を中心とした宇漂海性。海底土D酸素消費量は、水深とは負相閥的であり、且つ育機農

素量とも相聞性が認められ，ないなど、亜浮性海域D興味dうる特異性を示している。
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